
システム運用業務改善支援プログラムのご提案
システム企画研修株式会社

 「改善企画発表会」で指摘を受けた事項についての方針調整

 改善実施のための「業務手続き、マニュアル、使用様式、等」具体化

 改善案の方向性（骨子）

の検討

（１）目的

①運用業務を改善するための「目的達成手法」を習得して

いただきます。

②その手法を使用して、運用業務を改善する改善案を作成

していただきます。

改善案の内容は、新しい業務手続き・マニュアル・使用様

式等です。

改善領域ととしては、以下などが考えられます。

お客様とのコミュニケーション（指示・伝達）方法

システム保守担当との連携方法

トラブル対応方法

オペレーション作業実施・確認方法

③その改善案を審査して、実施の意思決定（決裁）をして

いただきます。

１．当プログラムの目的・ねらい(Why)

（２）ねらい

①決裁された改善案を実施していただきます。

②改善過程を通じて、運用業務の担当者の仕事に

対するモチベーションを高めていただきます。

③運用業務の責任者・担当者が、常に問題意識を

持って仕事に取組むようになっていただきま

す。

④以下のように運用業務の遂行レベルを向上させ

ていただきます。

自社の保守運用の機会損失を防ぐ。

納得いく運用のＴＣＯ削減を図る。

運用の信頼を確立する。

運用要件を次期開発に役立てる。

２．当プログラムの内容と実施方法(What、How)

合計３か月の改善検討 改善実施メンバ：担当運用業務が類似しているメンバ５人（標準）

１か月間 ２か月間

 成果書類（改善提案書）を起

案していただき、発表してい

ただきます。

 検討結果を参加者全員

および御社の主催者に

報告します。

 問題分析・企画書作成手法を学んでいた

だきます。

 初期集合研修終了時に、検討チームを編

成いたします。

 各チームは、御社が設定される総合テー

マの下で、何を検討するかを決定し、そ

の改善方法を検討します。

初期集合研修（＝２日） 改善企画発表会（＝１日） 改善案発表会（＝１日）

 その後御社では、その報告を受けて、どこで、どこまで実施す

るかの意思決定をしていただきます。

 弊社は、初期研修の講師と、検討過程での添削指導をさせていただきます。

 添削指導内容は、分析方法・企画書作成方法の妥当性（方向の適切性、具体化度、分析・作成ルールへの準拠度、等）

が中心で、自己責任性を明確にするため、改善案の内容そのものに対しては積極的なアドバイスはいたしません。

 企業内研修として１５人から１８人限度３組分けを１単位で行います。場所、施設はお客様にて用意していただきます。

手当てができない場合、弊社研修室の利用も可能です。

（１）システム運用会社

 保守運用センタのマネジャクラス

 保守運用に関する企画管理をされている

マネジャまたは代理の方

 運用業務の責任者

 当該会社の１０年以上勤務のＳＥ

（２）システム運用請負会社

 運用請負会社（アウトソーシング）の

事業責任者

 運用業務現場責任者、現場のグループリーダ

 シフト勤務のキャリア３年以上の技術者

３．当プログラムの対象者(Where)
（１）営業連絡窓口 事業担当：諸熊または上野まで

（２）研修講師 講師１人の体制で臨みます。

MIND-SA のベテラン講師、運用業務に精通した

講師が担当します。

４．担当講師及び連絡窓口(Who)

 初回研修２日間

 １か月おいて改善企画発表会１日

 ２か月（状況によっては短縮も可能です）おいて改善案発表会１日

 日程は貴社のご都合に合わせて調整いたします。

５．当プログラムの実施期間(When)

 １開催単位基準セットで３００万円（１５人）です。

 講師指導料、テキスト代、資料代、交通費等の諸経費一式を含みます。

 １開催の基準人数は１５人です。１８名まで許容可能な場合は１名追加に

つき２０万円を加算します。

 弊社研修室使用の場合は基準セットで３６０万円申し受けます。

６．当プログラムの実施料金(How Much)

システム企画研修㈱
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月 日 月 日

開始 開始
9:00 9:00

トップの挨拶・訓示
オリエンテーション

10:00 10:00

使用する思考法の全体解説

11:00 11:00
問題点連関図手法
解説・演習出題

問題点連関図仕上げ
改善企画書作成

チーム演習

12:00
12:00

昼 食 昼 食

13:00 13:00

14:00 14:00
問題点連関図作成

チーム演習

15:00
中間ガイド

15:00

演習結果発表
質疑・講評・研究

16:00 16:00

17:00

問題点連関図作成
チーム演習
（続行） 17:00

チーム再編成
チームテーマの決定

（宿題の説明）

18:00
改善企画書(５Ｗ２Ｈ)

解説・演習出題
18:00

19:00 19:00
チーム演習

20:00
解散

解散

20:00

月 日 月 日
開始 開始

9:00
オリエンテーション

9:00
オリエンテーション

10:00 10:00

11:00 11:00

チームテーマ発表
（各人発表・質疑・講評）

問題意識と解決策の検討

チーム各人業務改善・改革
実施結果の発表（15 人）

12:00 12:00

昼 食 昼 食

13:00
13:00

14:00 14:00

15:00 15:00

16:00 16:00

17:00

１人につき
・発表×10 分
・質疑・意見交換・講評×10 分
・予備×5 分
×15 人＝375 分（約 6.5 時間）

17:00

１人につき
・発表×10 分
・質疑・意見交換・講評×10 分
・予備×5 分
×15 人＝375 分（約 6.5 時間）

第 2 次宿題説明
18:00 18:00 主催者（会社）訓示または講評

19:00 19:00 懇親会
（受講者・関係者全員）

20:00

★解散

20:00
解散

業務改善・改革手法修得研修
【第１次集合研修・検討会】（Ｎ月 2 日連続 ex.金土、土日）

業務改善・改革実施状況中間発表
【第２次集合研修・検討会】

（Ｎ月＋１か月後）

業務改善・改革実施結果発表
【第３次集合研修・検討会】

（Ｎ月＋２か月～３ヶ月後後）


